








































ンを選択的に通し，電位依存的に開閉を行い，シングJレチャネルコンダクタンスが18:11 pS (O.IMCO 
である。 SCNイオンはこのチャネノレを両側から電位依存的に可逆的に阻害する。4，4' -diisothio-





















チャネルを両側から電位依存的に可逆的に阻害するが， D 1 D Sは細胞外から非可逆的に阻害すること，
1個のベシクルあたりチャネルの個数は平均約50個であり，このチャネルは平面膜に融合した瞬間には，
全て開いていることを明らかにした。
次にこのチャネルを含むベク、ンルをTritonX --100で可溶化し塩析法によって再構成した。脂質と
して天然リピドや20%PEを含むリピドを使用すると良いことを示した。またこのベクシルを脂質平面
膜に融合させて，イオンチャネルを観測することに成功したが，その配向はランダムであることを示し
fこO
最後にシビレエイのアニオンチャネル分子を陰イオン交換， 2種のゲル庖邑クロマトグラフィーによっ
て精製し，その部分的アミノ酸配列を決定した。
以上のように，本論文はアニオンチャネルの性質および構造の解析を行い生体膜興奮機構の研究に新
しい知見を与えるものであり，学位論文として価値あるものと認める O
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